



















































¢(a,;)- (誓 ). (α,a)=mini叩｡m｡

























･exp弓 Le,･島 {Aai-∑Gi哉 At,{Aaj-EGjl完 A"] (2･7)k
とすると, (2,3)に対応するランジュヴァン方程式




W[頼 );･とa-<t≦tb]-eXPト 需 abゴ(α,i)dt} (219,
の形を選ぶのである.ここ-にC2f(α,i)は熱力学的ラグランジアンとでも呼ぶべき量で,
ど(a,a)-を .∑.Rij(ai-∑GikaH k)(a,･一号q ･Z葦 )a,} k























































する古典ラグランジアンをL(Q,Q), L,(X,丈), LI(Q,X)とすると, Feynman-
Vernon7)によれば(3.5)は次の形に書ける:
w(Qb, tb座a, ta)
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解 もあると思 うので,そういうことのいくらかは,統計物理学の英訳版 StatisticalPhysics
Ⅱ(SpringerVerlag1985)に書き加えておきました｡
初心に帰れば,運動方程式から,運動論-,ということですが,それにはBorn-Green-
Kirkwood-Ⅰvon以後さほど新 しい発展はないように思います｡非平衡量子統計力学の歴
史もながいわけですが,非平衡の現象のどこまでが古典,量子の別に拘わらないのか,どこが
本質的に量子的であるのか,それもハツキリしているとはいえないでしょう｡そういうことに
あまりこだわらないで,具体的な問題を量子多体問題の強力な方法によって料理することに熱
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